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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
骨髄には豊富な骨形成細胞が存在し､移植骨髄の骨形成能は口腔外科､整形外科､形成外科な
どの骨再建領域で注目されてきた｡しかしながら､実際の骨欠虫部の修復において骨髄を応用す
る場合は､移植された骨髄の流動性のために､欠損部内で適切な部位に維持されず､有効な骨形
成能を示すためには人工骨などの適切な担体と複合させ移植することが必要である｡β一リン酸
三カルシウム (β-TCP)は生体内で骨に置換することが知られる人工骨補填材で､近年､整形外
科 ･形成外科の領域で基礎的 ･臨床的に非常に注目されている｡このβ-TCPと骨髄などの骨形
成能を持つ組織を有効に組み合わせて移植することで､顎顔面額域においても有効な骨修復材と
なりうることが期待される｡しかしながら､骨髄とβ-TCP複合体の持つ骨形成能は､顎顔面領
域を含め口腔外科領域において十分な検証はなされておらず､特に移植後の骨髄細胞の移植部位
での細胞増殖 ･分化の過程は不明な点が多い｡本研究では､ラット頭蓋骨骨欠損部に骨髄および
β-TCP､さらにその複食体を移植し､その細胞増殖 ･分化の過程を組織学的､免疫組織化学的,
静索粗放化学的に親秦を行っている｡その結果､以下の結論を得ている｡
1.･骨髄の細胞増殖能
骨形成細胞を豊富に含む骨髄を移植する事により､移植後早期より細胞の増殖が観察された｡
そして､それらの細胞は骨形成細胞-と分化し､新生骨形成に働いた｡
2.骨髄とβ-TCP複合移植の有効性
骨髄とβ-TcPを複合移植する事により､それぞれの単独移植群と比較して明らかに新生骨形
成圭が多かった｡これは､骨髄から増殖･分化した細胞が新生骨形成に有効に働き､scaffold
としてのβ-TCPが存在することにより､より効率的に新生骨形成がなされたと考えられた｡
3.-欠損部内での細胞増殖 ･分化過程
骨髄を移植した群において､移植後早期よりPCNA陽性細胞が観察された｡TRAP陽性細胞は
骨髄とβ-TCP複合移植群において移植後10日日頃よりβ-TCP周囲に多数観察され､Runx2
陽性細胞も観察されるようになった｡このことより､移植骨髄より細胞の増殖が起こり､TRAP
陽性細胞の出現により､骨芽細胞の分化に影響を与えた可能性が考えられた｡
上記の研究結果は､骨組織の再生医学に重要な知見を与えるものである｡したがって､本研究
論文は博士 (歯学)の学位論文に債すると考えられる｡
